
 

 

 

 

 

子供の素晴らしさ 

  
 

２学期はじめから９月半ばまで、教職を目指

す二人の大学生が、教育実習を行っています。 

実習学級や協力学級に加え、様々な学年・学

級での参観等も行います。 

短い間ですが、子供たちとたくさんふれあい、

子供の素晴らしさや教職のやりがいを感じ取っ

てほしいと思います。 

 

★教育実習生  

８月 2２日（金）～９月１9日（金） 

 

 

 

 
 
〇先生は本校の卒業生です。 

子供たちに希望を与えられる 

教師を目指したいそうです。 

 

★養護実習生 

８月 2２日（金）～９月 17日（水） 

 

 

 

 
 
        〇〇先生は、保健室の先生

（養護教諭）を目指しています。 

        一輪車が得意で、演技の振り

付けなどもされるそうです。 

 
教生の先生が、LD 教室（本校では、ひまわり教室）

で実習をしていました。LD とは、learning disabilities
の略で、日本語では「学習障がい」です。知的に遅れは
ないものの、数量の概念や文字を読むことなど、特定の
学習に大きなつまずきがある場合を指します。なので、
単に学習が苦手な子やスピードがゆっくりの子が学ぶ教
室ではありません。自分の苦手とうまく付き合い、学び
やすい方法を経験させていく教室です。 
俳優のトム・クルーズが、学習障がいを公表している

のは有名ですね。幼少期から、文字を読むことが極めて
難しい「ディスレクシア」という学習障がいなのだそう
です。そのため、映画のセリフは読むのではなく、聴い
て覚えるのだそうです。 
さて、教生の先生とＬＤ担当の先生、そしてこの時間

に通級していた子ですが･･･、神経衰弱のようなゲーム
をしていました。「えっ？ゲーム？」と思われるかもし
れませんが、楽しみながら短期記憶をきたえる訓練の一
つです。 
苦手があっても、うまく付き合い、自分流の学び方を

身に付けさせたいものです。目指せ！トム・クルーズ！ 

 

実習学級 ５年Ａ組 

〇〇 〇（〇〇〇〇 〇〇〇）先生 

協力学級 ３年Ａ組 

〇〇〇 〇〇（〇〇〇〇 〇〇）先生 

  「当たり前」を大切に 「よろこび」を積み重ねる 山目小        

始業式 児童代表の話 
 

 

 

 

            ６年 菊地 義治 

夏休みに楽しかったことは二つあります。 
一つ目は、民区行事のスイカ割りと花火大会

です。民区の大人も子供も一緒にスイカ割りを
しました。最初は子供が割ろうとしましたが、
スイカは割れませんでした。次に、大人も割ろ
うとしましたが、傷がついただけでした。その
後も割ろうとしたのですが、スイカは小さく割
れただけでした。花火の予定時間になるので、
スイカを切って民区のみんなで食べました。き
れいな花火を見ながら、スイカを食べました。
楽しい夏の思い出です。 
二つ目も民区行事の盆踊りです。おばあさん

やおじいさんだけではなく、大人も子供も集ま
りました。はじめは少ない人数でしたが、どん
どん会場に人が集まってきました。踊る人もだ
んだん増えてきて、ぼくも踊ってみました。最
初はうまく踊れなかったのですが、踊れるよう
になってきて、楽しかったです。 
 
次に、２学期がんばりたいことです。 
それは委員会活動です。6 年生は、いよいよ

小学校生活のしめくくりです。６年生は、２学
期中に委員会の活動を終えることになります。
それまでの間、意見を出したり役割を果たした
りして、最後までやり切りたいと思います。 
また、２学期が始まると間もなく、修学旅行

があります。家や家族から離れ、友達と先生で
過ごすのは、宿泊体験学習以来２度目です。仙
台市科学館などでの見学もとても楽しみです。
他にも、文化祭などの行事があるので、全力で
取り組む２学期にしたいです。 


